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Ⅰ. はじめに 

東京大学農学部の講義科目「農業 IoT 概論」（教

員：溝口勝、海津裕）の授業履修者の有志 2名が農

業農村地域における情報利活用の未来図の作成に取

り組んだ。 5 

Ⅱ. 概要 

稲作においては、機械化や ICT、IoT の導入など、

様々な技術開発によって農業者の作業負担が軽減さ

れてきている。しかしながら、圃場外の作業につい

ては、効率化の余地が多くあると言える。 10 
収穫した籾を乾燥させるカントリーエレベーター

(CE)は地域の稲作農家が共同で利用するものである

が、CE が混雑すると農家の円滑な刈取作業が阻害さ

れる。 
そこで、スマートフォンのアプリケーション(アプ15 

リ)および CE でのビーコンの導入によって、CE の混

雑回避を目指す情報の利用のシステムを提案する。

このシステムによって、刈取作業全体の効率化のみ

ならず、CE および各農家の負担を軽減することが期

待される。 20 

Ⅲ. 背景 

収穫した籾を CE に搬入する際、特定の品種・区

分の受入口だけが混雑し、搬入に長時間要すること

がある。車が CE から圃場に戻ってこないと、コン

バインの籾を空けられず、貴重な晴天時にコンバイ25 
ンを稼働できなくなる。担い手への農地集積、CE

の集約化が進む中、CE での混雑を緩和することで

刈取作業を効率化できる。 

Ⅳ. 現状 

刈取前、CE は生産者から、いつ何の品種を刈り30 
取るかという刈取計画を電話などにより集める。集

めた刈取計画に基づき、CE は籾の受入口を各品

種・区分に割り振る。刈取時は、搬入車の運転手が

CE の受付で職員に生産者名や品種・区分等を申告

し、指定された受入口に籾を排出して、職員による35 
チェックアウトを経てから搬入車は圃場に戻る。受

付とチェックアウトの際には、搬入車の総重量が計

量され、排出した籾の総重量がそれらの差として計

算される。刈取後は、CE が生産者に籾水分や歩留

まり、等級などを郵便などにより通知する。 40 

Ⅴ. 理想 

刈取前、生産者はアプリで刈取計画を登録する。

これにより、CE はより正確かつ簡便に刈取計画を

集められる。CE は、登録された刈取計画を基に、

籾の受入口をなるべく混雑しないように各品種・区45 
分に配分する。また、事前に混雑予想を公開し、一

定の混雑が予想される場合には、アプリを通して生

産者に刈取計画の変更を依頼する。刈取時は、CE

の受付とチェックアウトの際に車両総重量を計量す

る場所に設置されたビーコンから電波を発信し、搬50 
入車の運転手のスマートフォンがこれを受信するこ

とで、生産者名、品種、区分等の情報が自動的にデ

ータベースに登録される。これにより、受付・チェ

ックアウトの短時間化、省力化が実現される。ま

た、混雑状況は、受付周辺での待機車両の運転手の55 
スマートフォンの密集具合から推定し、アプリで随

時公開する。加えて、CE は受入計画の急な変更に

ついてもアプリで随時通知する。刈取後は、CE は

籾水分や歩留まり、等級等をアプリで生産者に迅速

に通知する。これにより、生産者は刈り取った籾に60 
ついての情報を素早く得ることができる。 
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